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抄　　録

【目的】 COVID-19の影響により臨地実習などの制約を受けた新人看護職員への卒後フォローアップ

研修プログラムの実施状況と参加者からのフィードバックの内容を記述する。

【方法】 神奈川県内の医療施設に就職した神奈川県立保健福祉大学の卒業生と新人看護職員を対象に、

2021年５月から８月に全11日実施した。研修の構成は、臨床で役立つ知識と技術に関する19

タイトルのセッション、３回のメンタルヘルスサポートとしての体験グループセッション、

７回の看護技術セルフトレーニングであった。各セッションなどの評価とその理由をWeb調

査した。

【結果】 延べ145名が参加し、内訳は、対面27名、オンライン25名、オンデマンド93名であった。参加

者はプログラムを肯定的に評価した。その理由について、各セッションは「臨床で使える技

術を学ぶことができた」などとし、メンタルヘルスサポートは「視野の広がりを感じ、自分

の体験を振り返ることができた」、セルフトレーニングは種々の技術の「トレーニングができ

た」としていた。

【考察】 オンデマンドの参加者が多かったのは、研修の対象が、所属している医療施設の新人研修や

勤務で精一杯であったためと推察する。講義中心のプログラムであったが、臨床に則しており、

知識や技術の見直しにつながっていた。今後、内容を洗練して就職前および復職希望者に応

用できると考える。
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Ⅰ．はじめに

　厚生労働省（2020）は、2021年４月より「新型コ

ロナウイルスの影響に係る看護職員卒後フォロー

アップ研修事業」を実施している。この事業の目的
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は、新型コロナウイルス感染症（以下、COVID-

19）の対応に関連した看護基礎教育における臨地実

習の経験の不足を補うことにより、新人看護職員の

リアリティショックの軽減、職場適応を促進し、早

期離職防止、臨床で指導をする看護職の負担軽減を

図ることである。各都道府県が養成所・大学に委託

するものであるが、神奈川県立保健福祉大学の独自

の取り組みとして卒業生を中心とした卒後フォロー

アップ研修を実施した。本稿は、研修プログラムの

実施状況と参加者によるフィードバックの内容を述

べる。

Ⅱ．研修の目的

　卒後フォローアップ研修の目的は、COVID-19の

影響により看護基礎教育における看護技術演習や臨

地実習などの制約を受けた新人看護職員が、職場で

活かすことのできる知識や技術を得ること、臨床に

おける自身の体験の語りを通してメンタルヘルスマ

ネジメントを身につけることである。

Ⅲ．研修の方法と参加者からのフィードバックの方法

１． 研修の方法

１）プログラムの構成

　研修は、大きく３つのプログラムで構成した。ひ

とつは、臨床で役立つ知識と技術に関するプログラ

ムで講義型を中心にした19セッションを設けた。２

つ目は、メンタルヘルスサポートで、参加者が語り

合うグループセッションを約１カ月に１回の頻度で

合計３回設定した。これらは、１セッションを50分

とした。３つ目は、看護技術のセルフトレーニング

で、全11日の開催日の午後に大学内実習室における

演習を設定した。物品の準備が可能ならば、参加者

の希望する技術を納得できるまで繰り返して練習で

きるようにした。

２）研修の実施・参加方法

　研修期間は、2021年５月から８月の３カ月間で、

土曜日を中心に全11日の10時から15時頃までとし

た。研修の開催当日は、大学内の実習室における対

面とWeb会議サービスのZoom®を用いたオンライ

ン（ライブ配信）を併用するハイブリット型で各セッ

ションを提供した。講師は、セッションの内容に応

じて実習室またはオンラインのいずれを使うかを選

択した。臨床で役立つ知識と技術に関するセッショ

ンは録画し、参加者のプライバシーを侵さないよう

に編集したうえでYouTube®限定公開によるオンデ

マンド配信を行った。

　本学の卒業生が就職した医療施設の看護部長宛て

に研修の案内を送付した。看護技術のセルフトレー

ニング以外の参加方法は、対面、オンライン、オン

デマンドから選択できるようにした。参加は各回で

募集し、Microsoft  Forms®を用いたWeb登録とし

た。

２．参加者からのフィードバック方法と分析方法

　参加者から各セッションおよびセルフトレーニン

グへのフィードバックを得るためにMicrosoft 

Forms®を用いたWeb調査を研修の各回で実施した。

各セッションとセルフトレーニングについて、「と

てもよかった」から「よくなかった」の５段階評定

で回答し、評定の理由と感想を入力してもらった。

評定は度数を算出し、自由記述は類似するものにま

とめて、意味内容を表す簡潔な言葉で表した。

３．倫理的配慮

　臨床で役立つ知識と技術に関する各セッションへ

の当日参加者には、オンデマンド配信のための録画

について説明し、承諾を得た。オンデマンド動画は、

参加者のプライバシーを侵さないように編集した。

また、Web調査への回答は自由意思によるもので

あり、回答しなくても不利益は被らないことを説明

した。Microsoft Forms®は無記名とした。大学誌へ

の写真の掲載は、投稿前に被写体になっている参加

者の同意を得た。

Ⅳ．結果

１．研修プログラムの実施状況

１）臨床で役立つ知識と技術に関するプログラム

　　（表１）

⑴企画意図

　臨床においては、看護実践能力（厚生労働省，
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2011）とともに専門能力と基礎学力を活かす力であ

る社会人基礎力（箕浦，高橋，2021）が求められる。

また、状況の把握、アセスメント、臨床判断などに

は正確性のみならず、迅速性を伴っていなければな

らない。

　そこで、既習の知識を臨床状況に則したものにブ

ラッシュアップするとともに、ケアや看護技術の根

拠をより専門的に学ぶための講義型の19セッション

を企画した。

⑵企画の目標

　本企画は、臨床で役立つ知識と技術についての講

義を受けることにより、既習の知識や技術を見直し、

日頃の看護ケアに活かすことを目標とした。

⑶展開方法

　講師の臨床経験や看護の専門性に合わせてセッ

ションのタイトルを決定した。臨床において必要度

の高い看護の専門知識や技術の他に、主体的、継続

表１　各セッションのタイトルと実施状況
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的に学習するための大学図書館の活用方法、看護基

礎教育では学ぶことの少ない医療安全、自己洞察を

促すセルフチェックなどを加えた。各セッションは、

新人看護職員であってもできることがあるという

メッセージが伝わるように、知識や技術の要点を明

確にし、具体例や講師の体験談を交えてイメージ化

を促す工夫をした。また、腰痛体操のようにその場

で体験したり、参加者の体験や考えを聞いたりする

など、可能な限り双方向になるようにした。

　各セッションは、録画してオンデマンド配信する

ことを踏まえ、図、表、写真など視覚的な情報とと

もに解説した。

⑷実施状況

　全19のセッションを実施した。表２に示すように

開催当日の対面またはオンラインの参加者は、１回

につき２から10名と幅があった。オンデマンドの参

加者は１セッションにつき５から13名であり、職場

の上司や先輩に参加を勧められた本学の卒業生以外

の新人看護職員や卒後３年目以上の者の視聴が多

かった。

　各セッションは、参加者が日常的に実施している

表１つづき　各セッションのタイトルと実施状況
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看護の知識と技術であったことから、興味を持って

聴講しており、講師の発問には積極的に応じ、自身

の考えや体験、講義を受けて気づいたことなどを述

べることができていた。自分に何が不足しているの

かが明確になったことで、それをどのように補うの

かという学習の仕方のヒントを得たとする者があっ

た。また、セッション後に講師に質問する姿が認め

られた。

２）メンタルヘルスサポートに関するプログラム

⑴企画意図

　箕浦、高橋（2021）は、看護職として社会で働く

ために非常に重要な能力に「ストレスコントロール

力」を挙げており、具体的な行動には、ストレスの

原因を見つけてそれを取り除くことができたり、強

いストレス状態をつくらないような人間関係を維持

したり、他者に相談できたりすることなどがある。

新人看護職員は、臨床における業務や環境に適応す

ることによる緊張感に加えて、看護技術の未熟さか

ら不安や自信の喪失感などが高まる。中村、村田、

高橋（2006）は、新人看護職員のストレスの高さの

要因は看護実践能力への不安、職場内での相談のし

にくさであると指摘している。在学中にCOVID-19

の影響を受けた新人看護職員は、教育計画の変更を

余儀なくされており、看護技術演習や臨地実習の体

験の少なさから看護実践能力への不安が一層強まる

と予想できる。さらに感染対策のために同期や先輩

表２　各回の参加者数、参加者の属性、参加方法

写真１　対面での受講の様子

写真２　ボディメカニクスを使った
　　　　体位変換の練習の様子　　
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看護師とのインフォーマルな交流が制限され、気持

ちを共有する機会が減り、自らの思いを表出しづら

い状況であることが懸念される。

　そこで、安心して話すことのできる環境を提供し、

入職後の体験や率直な思いを語るメンタルヘルスサ

ポートとしての体験グループセッションを企画し

た。

⑵企画の目標

　本企画は、小グループで看護師としての自身の体

験を語り、また、他者の体験を聴くことにより、自

身の感情に気づき、言語化することを目標とした。

⑶展開方法

　対象は１、２年目の看護師で、メンバーは固定せ

ずに自由参加とした。ファシリテーターは精神看護

学を専門とする教員１名が担当した。実施方法は、

感染予防、および参加のしやすさを考慮し、対面と

オンラインを併用したハイブリッド型を採用した

が、プライベート空間を保つために対面の参加者に

パソコンを貸し出して、全員がオンライン上で語り

合うようにした。

　セッションの冒頭で、参加者に録画を行わないこ

と、語られた内容を口外しないことを説明した。ファ

シリテーターは、場所と時間のバウンダリーを守り、

自然な語りをもとにメンバー間で交流できるよう配

慮した。参加者が少ない時には、参加している教員

がメンバーとして体験を語ったり、感想を伝えたり

して、平等な立場で交流するよう配慮した。

⑷実施状況

　約１カ月に１回の頻度で合計３回実施した。参加

者は、１回につき１から４名であり（表２）、外部

の参加者が１名あった。３回全てに参加したのは１

名であった。セッションの特性上、参加者の語りを

詳述できないが、コロナ禍における病院の新人研修

の様子、職場や同期との人間関係、自分の看護観、

今後のストレスマネジメントへの考えなどがあっ

た。参加者は、セッションのなかで、グループメン

バーに受け入れられたと感じた、自分１人が悩んで

いるのではないと思った、自分の考え方や感じ方を

確かめられた、人前で言えなかった気持ちを表出で

きたなどの感想を述べた。３回とも参加した者は、

これまで自身の思いの表出が少なかったことに気付

き、セッション中の感情を省察し、今後の方向性を

言語化するに至った。

３） 看護技術のセルフトレーニングに関するプログ

ラム

⑴企画意図

　看護基礎教育における看護技術の修得は、看護基

礎教育における技術教育のあり方に関する検討会報

告書（2003）のなかで「臨地実習において看護学生

が行う基本的な看護技術の水準」として示されてい

る。COVID-19により学内演習での技術トレーニン

グや臨地実習で技術を使う機会が激減した新人看護

職員は、技術の習熟度が低いことはもちろん、それ

を自覚しているがゆえに自信のなさをもたらすと考

えられる。新人看護職員に求められる臨床実践能力

は、与えられた、または予定された業務を看護手順

やマニュアルなどを活用し、正確・安全に遂行する

ことである（箕浦，高橋，2021）。しかし、患者に

実施する際はマニュアルなどを見ずに行わなければ

ならず、繰り返しのトレーニングが必要である。

　そこで、参加者にとって慣れ親しんだ大学の実習

室、シミュレーターなどの機材、教員や研究生とい

う教育資源を提供し、参加者のニーズに応じた看護

技術を自身が納得するまで練習する機会を設けた。

⑵企画の目標

　本企画は、教員などのファシリテートのもとで、

臨床で用いる機会の多い看護技術を正確かつ安全に

トレーニングし、習熟度を高めることを目標とした。

⑶展開方法

　参加者数に応じて、３から５名に１名のファシリ

テーターがつく体制をとった。午前のセッションで

得た知識を用いてトレーニングできるように、セッ

ションに関連した、物品、モデル人形やシミュレー

ターを準備した。また、研修プログラムの開始前に

実施したニーズ調査の結果や、臨床で必要とされる

看護技術についてあらかじめ手順書を立案してお

き、参加者が希望する技術が効率よく練習できるよ

う臨機応変に対応した。ファシリテーターは指導す
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るのではなく、参加者が主体的にトレーニングする

のを見守り、適宜、声かけをしたり、必要時には手

本を示したりするなどの支援を行った。

⑷実施状況

　全11日の研修開催日に実施する予定であったが、

緊急事態宣言が発令されたため７回となった。参加

者は、１回につき１から10名と幅があった（表２）。

　「フィジカルアセスメント」は参加者が最も多かっ

た。就職してから受け持った患者と結びつけてイ

メージできることから学習意欲が高く、トレーニン

グ翌日から活用できるという自信をつけていた。研

修期間の前半は、「静脈血採血」「血糖測定」「点滴

静脈内注射」「吸引」「筋肉注射」「皮下注射」「瀉血」

という診療補助技術のニーズが高かった。シミュ

レーターを使用し練習を繰り返すことにより技術に

対する不安が軽減していた。「静脈血採血」はファ

シリテーターの見守りのもと、参加者同士で実施し

成功体験を得ることができた。「陰部洗浄」「おむつ

交換」「体位変換」「口腔ケア」「ポジショニング」

という日常生活援助技術は参加者同士でスムーズに

できるようになるまで実施した。参加者が所属する

医療施設によってマニュアルや手順書に若干の違い

があることと、使用する衛生材料などのメーカーが

異なることが、ファシリテーター側の支援の難しさ

となった。

　ファシリテーターが臨床の体験を想起するように

促すと、自身が関わった事例を語り、どのようにア

セスメントするか、どのようにすればよりよい援助

になるかについて参加者同士で意見交換をし、その

意見を活かして練習を行っていた。また、ファシリ

テーターは、参加者が互いに病棟で経験している業

務の進捗を確認したり，その時々の思いを自由に語

り合ったりする機会を意図的に設けた。トレーニン

グの場は、参加者が旧友との交流を通して自己を開

放し、気持ちが高揚する雰囲気が生まれていた。

２．参加者からのフィードバックの内容

１）各回の参加者数・参加者の属性・参加方法（表２）

　１回の参加者数は10から17名であり、延べ人数は

145名であった。本学の卒業生の延べ人数は、新人

看護職員46名、卒後２年目11名であった。参加方法

で最も多かったのは延べ人数93名のオンデマンドで

あり、次いで対面27名、オンライン25名であった。

写真３　看護技術の　　　　
　　　　セルフトレーニング
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２）参加者からのフィードバックの内容（表３）

　研修の各回への回答数は１から10名であり、研修

の回を重ねるにつれて減少し、10のセッションで回

答が得られなかった。

　セッションは「よかった」とする者が多く、肯定

的な評価が得られた。その理由は、各セッションで

「腰痛体操を知ることができてよかった」「安全安楽

の基盤を学ぶことができた」「臨床で使える技術を

学ぶことができた」など知識を得たことへの満足感、

「ボディメカニクスを見直すことができた」「客観的

に自己を振り返ることができた」など自身の看護行

為の振り返りができたこと、「離床しやすい環境づ

くりが重要だと気づいた」など自身に不足していた

ことに気づかされたことがあがった。アーリーメン

タルサポートのセッションとメンタルヘルスサポー

ト体験グループセッションは、「不安があるのは当

然だとわかり安堵した」というサポートを得た感覚、

「視野の広がりを感じ、自分の体験を振り返ること

ができた」という自己洞察の機会になったことがあ

がった。看護技術のセルフトレーニングは「採血の

復習ができた」など種々の技術のトレーニングがで

きたことがあがった。プログラム全体への感想には、

「すぐに実践できるもので勉強になった」「現場では

聞けないことが確認できた」など、プログラムの企

画意図を肯定的にとらえた内容が述べられた。

　今後取り上げてほしい内容は、「アンガーマネジ

メント」「上司とのコミュニケーション方法」とい

う社会人として身につけておきたい能力、「予防的

スキンケア」「末梢静脈ラインの確保」など実践的

な技術、「拡張現実装置を用いた技術トレーニング」

という最新技術を用いた学習があがった。

Ⅴ．考察

　研修の開催当日の対面またはオンライン参加者数

は、突出して多かった第２回を除くと２から６名と

表３　セッション・セルフトレーニングへの評定とその理由・プログラムの感想・今後取り上げてほしい内容
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少なかった。この理由のひとつは、医療施設の看護

部が看護基礎教育においてCOVID-19の影響を受け

た卒業生を迎え入れることへの対策を講じているこ

とが考えられる。2016年に日本看護協会は、共通の

指標を用いて全国レベルで看護実践能力を育成する

ことを目的に「看護師のクリニカルラダー（日本看

護協会版）」を開発し、その後、病院などに導入が

進んでいる。本学の卒業生が多く就職する特定機能

病院や地域医療支援病院は院内教育の基盤が整って

おり、COVID-19を考慮した新人看護職員への教育

がなされていることが推察できる。また、水田（2004）

が、新卒看護師の精神健康度は入職後３カ月が最も

悪くなると報告しているように、本研修を開催した

５月から８月は精神的に最も負荷のかかる時期であ

り、新人看護職員は院内教育や勤務をこなすのに精

一杯で、休日を本研修プログラムの参加に充てる余

力がなかったと考える。

　本研修プログラムに対する参加者からのフィード

バックの内容は、肯定的なものであった。参加者数

が少なく、各回のWeb調査の回答数が伸び悩んだ

ことから、多様な反応は得られなかったが、自由記

述やセッション中の参加者の様子から、参加者の学

習ニーズに沿うことができたと判断できる。

　臨床で役立つ知識と技術に関するプログラムは、

看護援助に関するものだけでなく、腰痛体操やボ

ディメカニクスなど看護師の身体を守るものや、新

人にもできる方法の教示を含んでいた。これにより

参加者は、自身がサポートされている感覚や自分に

もできそうであるという思いをもつことができたと

考える。また、各セッションを担当した講師は、臨

床における複雑で、急速に変化する現象をとらえ適

切に対応するためには、とらえるべきポイントや実

施のコツを知ることが助けになることを踏まえて、

それを明確に伝える工夫をしており、参加者の役立

つ知識を得たという満足感につながったといえる。

オンデマンドの各回の参加者数は10名前後と当日の

参加を若干上回る程度であった。しかし、外部や卒

後３年目以上の看護師が視聴しており、いつでも、

何度でも視聴できる利便性を有しているオンデマン

ドは、今後、セッション内容を充実、洗練して看護

職員現任教育の視聴覚教材として活用できると考え

る。

　メンタルヘルスサポートに関するプログラムへの

参加者は、コロナ禍における医療施設の新人研修の

様子、職場や同期との人間関係などの自身の体験を

語ること、そして他者と体験を共有することを通し

て自分の感情が新人であれば誰でも感じるものであ

ることを知って安堵し、さらに自己を振り返ってい

た。新人看護職員のリアリティショックの回復を妨

げる要因には、新人看護職員の不安感、自尊感情の

低下、不調和などがあり（後藤ら，2007；平賀，布

施，2007）、本研修の参加者も同様の傾向を示して

いた。したがって、このプログラムが参加者の新た

な自己実現への再構築の場として機能したと評価で

きる。母校で、類似の体験をもつ同期と語り合うと

いう場が、参加者に安心して語ることのできる環境

を提供し、ファシリテーターの支持的な関わりが語

りを促したと考える。小林，新田，天谷（2015）は、

新人看護職員のメンタルヘルス支援に関する文献検

討の結果、所属している医療施設内には支援するシ

ステムおよび人材があるものの、医療施設外からの

支援を報告したものは見当たらないとし、医療施設

外とメンタルヘルスのネットワークを構築する必要

性に言及している。したがって、大学が卒業生のホー

ムカミングデイの企画のひとつにこのような機会を

提供することは、卒業生のメンタルヘルスサポート

の一助になると考える。

　看護技術のセルフトレーニングでは、看護援助の

基盤となる「フィジカルアセスメント」、「静脈血採

血」などの診療補助技術、「陰部洗浄」などの日常

生活援助について、参加者が納得できるまで複数回

の練習ができた。参加者は、受け持ち患者をイメー

ジしてトレーニングしており、学生の時よりも細部

まで行き届いた技術を身につけていた。セルフト

レーニングではあるが、ファシリテーターを置くこ

とにより正確な知識に基づいた安全な技術の修得が

できたと考える。看護学生が認識する卒業時の看護

技術到達レベルは、臨床が認識するよりも高い傾向

にある（松井，名村，柳原，糟谷，芝山，柳，.  .  . 

中田，2008）ことから、そのギャップを埋めるため

にも体で覚えるくらいのトレーニングの機会がある

ことが望ましい。大学には、異なる機能を備えたシ

ミュレーターがあり、これらを有効活用するために

も大学と臨床が連携して、技術トレーニングの場を



新型コロナウイルス感染症の影響に係る大学基盤型新人看護職員卒後フォローアップ研修プログラムの実践報告

─ 172 ─

作ることができると考える。

　以上より、大学基盤型新人看護職員卒後フォロー

アップ研修プログラムは、参加者にとって有意義な

ものであったといえる。しかし、研修プログラムの

成果は、参加者が臨床において知識や技術を使うこ

とができているかを見極める必要がある。したがっ

て、参加者への追調査を計画するとともに、今後は、

内容や実施方法などを検討し、４年次の就職前およ

び復職希望者のトレーニングに応用したいと考え

る。

Ⅵ．まとめ

　COVID-19により看護基礎教育の教育計画の変更

を余儀なくされ臨地実習等の制約を受けた新人看護

職員を対象にした、大学基盤型の卒後フォローアッ

プ研修を全11日実施した。延べ145名が、対面、オ

ンライン、オンデマンドで参加し、プログラムは肯

定的な評価を得た。その理由は、知識を得たことへ

の満足感、自身の看護行為の振り返りができたこと、

サポートを得た感覚があったこと、自己洞察の機会

になったこと、種々の技術のトレーニングができた

ことなどがあがっており、プログラムの企画意図を

認める内容が述べられていた。利便性の高いオンデ

マンドの参加者が多かったことから、講義内容を充

実、洗練して看護職員現任教育の視聴覚教材として

活用できると考える。また、４年次の就職前および

復職希望者のトレーニングに応用したい。
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